
技術分類

技術名称 スマートフォンを用いた防災アプリ 担当部署 総合事業本部　社会計画部

NETIS登録番号 該当なし 担当者 寺脇　学

社名等 八千代エンジニヤリング（株） 電話番号 ０３－５８２２－２３３７

技術の概要

国の機関　 ０　件　（九州　　0件　、九州以外　0件　）　
自治体　　　２　件　（九州　　0件　、九州以外　2件　）　
民　 間　　　０　件　（九州　　0件　、九州以外　0件　）　

３．技術の効果

アプリ開発にあたっては、開発専門会社と連携により視認性・操作性を重視した使いやすいものが
出来ましたが、ダウンロード数は現在８０００程度であり、今後は周知方法も含め、日常から見ても
らう工夫をしていく必要がある。

４．技術の適用範囲

・全国の自治体で対応可能

２．技術の内容

５．活用実績

安全・防災　　維持管理 　環境　　コスト　　ICT　　品質　　　（該当する分類に〇を付けてください）

東日本大震災を受け、東京都港区における津波リスク及び防災関連情報を周知する必要があっ
た。また、昼間人口は約９０万人、夜間人口は約２０万人、つまり、７０万人もの就業者がいるため、
これら多くの方々にハザードマップを配布し、適切な防災情報を提供することはコスト的な問題が大
きいため、防災アプリによる提供を検討した。※当防災アプリは、東京都港区の防災対策の業務と
して、当社がその制作に協力したものです。

２０１３年度９月に東京都港区内の任意位置でスマートフォンをかざせば、位置情報と連動した津波
による浸水深が確認できる防災アプリを作成した。その他の機能として、ハザードマップ、地区別防
災マップ、ＡＥＤの設置場所・利用方法（動画）等を一つのアプリに集約するとともに、英語・中国語・
韓国語の４ケ国対応とした。また、１６年３月には地震のゆれやすさ、液状化、洪水による危険範囲
およびそれぞれの災害に対応した避難場所を確認できる機能、防災行政無線の情報をプッシュ通
知にて得られる機能を追加した。

１．技術開発の背景及び契機
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６．写真・図・表


